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Notes on eight unrecorded speeies of the Olethreutinae 
from Japan (Tortricidae) 
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私 は , 渡辺 徳 氏 (仙台 市 ) より 屋久 島 産 の 英 大 な ハマ キ ガ 類 の 標本 を 検討 する 機会 を 与え られ た . と の 資料 は 同 
氏 が 1971 年 8 月 か ら 1973 年 3 月 に か け て , 殆 ん ど 毎 月 屋久 島 に 渡島 され , 精力 的 に 調査 採集 され た も の で ある . 多 
く の 新知 見 を 得 た が , と と で は その 中 の 8 種 の 日 本 未 記録 種 に つい て , 簡単 な 記載 と 写真 を 付 し て 紹介 し た . 3 種 
は 本 州 や 四国 に も 分 布 する 種 で ある . 

な お , 貴重 な 標本 の 検討 を 委ね て 頂い た 渡辺 徳 氏 , 9 が 7ozog algosa Mcyrick に 関す る 貴重 な 御 助 言 と 資料 を 御 
提供 下さ っ た 森内 茂 博士 及び 標本 を 御 恵 与 下さ っ た 佐藤 力 夫 , 柴田 泰 利 , 精 野 昭夫 , 豊嶋 弘 の 諸氏 に 心から の お 礼 
を 申し 上 げ る . 











Spilonota algosa Meyrick マダ ラス キバ ヒメ ハマ キ ( 新 称 ) (Fig. 1) 


Spilonota algosa Meyrick, 1912, Tourn. Bombay Nat. Hist. Soc., 21 : 854 ; Diakonoff, 1950, Bull. Brit. Mus. (Nat. 
Hist.) Ent., 1(4 : 284 ; Clarke, 1958, Meyrick Catalogue, 3 : 583, pl. 290 flgs. 1, la (4-genitalia). 


前 次長 : 6 9 mm. 頭 部 及び 触角 は 黄 褐 色 . 下 情 和貴 は 暗 福 色 で , 中 節 の や や 中 央 に 斜 走 する 白色 帯 が ある . 末 節 
は 細長 く , 個体 に より 濃淡 が ある . また 下 情 曳 の 内 側 は 白色 を 呈す る . 胸 ・ 腹 部 は 黒褐色 . 

前 次 は 灰白色 で , 黄 緑 色 を 加味 する . 数 個 の 暗 褐色 紋 を 散在 する . 玩 頂 は 短 か く 突出 し , 黒褐色 . 緑 毛 は 地 色 と 
同じ で ある . 後 贅 は 淡い 灰 褐色 で 半 透 明 , 交 頂 及び 外縁 部 は より 濃い . 玩 脈 は 暗 褐色 を 星 する . 緑 毛 は 地 色 と 同色 . 

変 尾 器 : Uncus は 小さ い が よ く 発 達し , 先端 中 央 で 深く 割れ る . 明瞭 な socius を 有する . Valva の 吾 部 は 細く , 
先端 は 広く な る . Cucullus の 後 角 に は 1 本 の 太く 短い 刺 が ある . Aedoeagus は 細長 く 単純 . Sterigma は 典型 的 な 
カッ プ 型 で , 中 央 で や や く ぼ む が むし ろ 単 純 . Ductus bursae は 骨 化 し , signa は 角 状 で 2 本 ある . 











所 検 様 本 : Yakushima Is.-Akio-dake, 3d, 49, 9 III 1973: 2?, 30 IIT 1972: Takabanyama,。 23, 8 X 1972: 
Iss6, 29, 7 III 1973: Miyanoura, 1 は , 19, 23 III 1973: Kusukawa, 19, 24 IIT 1972; Kurio, 1 ば, 10 X 1972 
(T. Watanabe leg).; Miyanoura, 19, 25 一 27 III 1971. (A. Seino) : 1 ば , 2 IV 1971 (R. Sato) Kurio, 29, 28—30 
III 1971 (R. Sato). Kasugayama, Nara Pref., 12, 29, 5 IV 1956; 153, 229, 14 IV 1956; 29,4 V 1956 
(S. Moriuti leg.). 


分 布 : 日 本 (本州, 屋久島 ), 台湾 アッ サム . 

検討 し た 標本 は Clarke (1958) の 図説 に 一 致し た の で 本 種 と 決定 し た . その 後 , 森内 茂 博士 が 奈良 県 春日 山 で 
得 た 標本 を 大 英博 物 館 の タイ プ と 比較 され 本 種 と 決定 され て いる 種 と , 屋久 島 の も の と は 同種 で ある と の 御 教 志 を 
得 た . 

また , 同 博 二 ( に よる と , 本 種 は 一 色 博 士 の コレ クシ ョ ン 中 に も 台湾 産 の 標本 が 若干 あっ た と いう . 春日 山 で は 極 
め て 普通 に み ら れ , 標本 の 状態 か ら 成虫 越生 だ ろう と 推定 され て いる . 屋久 島 で も 殆 ん どの 個体 が 3 月 と 10 月 に と 
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Figs. 1 一 9. Olethreutinae: (1) Spilonota algosa Meyrick (2); (2) Eucosma scutiformis Meyrick ( づ ): 
(3) Eucosma cyanopsia Meyrick (ば ): (4) Rhopobota symbolias (Meyrick) (9); (5) Gatesclarkeana idea 
Diakonoff (2); (6) Rhodacra pyrrhocrossa (Meyrick) ( づ ): (7 一 8) Sorolopha sphaerocopa (Meyrick) (3); 
(9) Statherotoxys hedraea (Meyrick) (9). 


れ て いる . 本 種 は 本 州 西南 部 か ら 台 湾 , 中 国 , アッ サム に か け て 広く 分 布 す る 種 と 考え られ る 


Enucosma scutiformis Meyrick アカ スソ モン ヒメ ハマ キ ( 新 称 ) (Fig. 2) 


Eucosma scutiformis Meyrick, 1931, in Caradja, Bull. Sect. Sci. Acad. roum., 14: 64; Clarke, 1958, Meyrick 
Catalogue, 3: 387, pl. 192 figs. 3. 3a ( づ -genitalia). 


前 凌 長 ・ 6 一 9mm. 頭 部 及び 下 肩 久 は うす い 掲 色 を 加味 し た 白色 で , 触角 は 褐色 を 呈す る . 下 居 星 の 中 節 は 雑 な 
鱗 毛 に よっ て 拡大 され , 末 節 は 短 か く , 中 節 の 鱗 毛 で 包ま れる 個体 も ある . 胸部 は や や 赤色 を 加味 し た 灰 褐色 で , 
腹部 も 同色 だ が 未 端 部 は 淡い . 

前 将 は 灰 福 色 を 呈す る が , 前 縁 中 央 か ら 玩 頂 及び 外縁 部 上 方 に か け て は 棒 赤 色 を 呈し , 中 央 か ら 後 縁 に か け て は 
灰 赤 色 を 加味 し て 濃い . 後 久 部 は 白色 を 時 し , 時 細線 を 有する . 縁 毛 は 同色 . 後期 は うす い 黄 褐色 を 呈し , 緑 毛 は 
より 淡い . 

交尾 維 : Uncus は 丸く , 明瞭 な socius を 有する . Valva は むし ろ 細 く , cucullus は 三角 形 を 星 す る . Cornuti 
は 多数 の 刺 か ら な る . Coliculum は 単純 な 科 状 で , signa は 角 状 で 大 小 2 本 ある . 





所 検 標本 ・ Yakushima Is. -Akiko-dake, 1 は , 4 X 1972 (T. Watanabe leg.). Mt. Z6zu, Kagawa Pref., 19, 5 IX 


1963 (H. Toshima leg.). Kiyosato, Yamanashi Pref., 29, 21 VIII 1969 (A. Kawabe leg.). T6kkata, Miyagi Pref., 
1%, 12 IX 1971 (T. Watanabe leg.). 





分 布 : 日 本 (本 州 , 四国 , 屋久 島 ), 中 国 . 
検討 し た 標本 が Clarke (1958) の 図説 に 一 致す る と と か ら , 一 応 本 種 と し て 決定 し た . 交尾 器 の 形態 が むし ろ 
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単純 な グル ー プ だ けた に, 最終 的 に は タイ プ と の 比較 の 上 で の 決定 が 必要 と 考え る . 所 検 標本 の 産地 か ら み て , 本 邦 
に は 広く 分 布 する 種 と 思わ れる . 








Eucosma cyanopsis Meyrick コモ ト グ ロ ヒメ ハマ キ ( 新 称 ) (Fig. 3) 


Eucosma cyanopsis Meyrick, 1912, Journ. Bombay Nat. Hist. Soc , 21: 866; Clarke, 1958, Meyrick Catalogue, 3: 
360, pl. 179 fgs. 1, la, 1b, 2, 2a, 2b (3-genitalia). 


前 次長 : 6mm. 頭 部 , 触 角 及 び 胸部 は 黒褐色 . 前 次 は 淡 灰 揚 色 を 呈す る が , 淡い 紫色 を 加味 する 所 も ある . 基部 
か ら 前 縁 中 央 に か け て 顕 徴 な 黒色 斑 が ある . 後 越 は うす い 灰 褐色 . 

交尾 器 : Uncus は 短 か く , 先端 は 広く く ぼ む . 明瞭 な socius を 有する . Valva の 頸 部 は 細く , sacculus (こそ っ 
て 長毛 を 密生 する . Cucullus は 太く , 幅広 い . Aedoeagus は むし ろ 太 く , 長い . Cornuti は 多数 の 短い 刺 か ら な 
る . 


所 検 標本 : Yakushima Is. 一 Takabanyama 1 人 , 8 X1972 (T. Watanabe leg.) . 
分 布 : 日 本 (屋久 島 ), アッ サム , ジャ ワ . 


触角 等 の 破損 し た 上 記 の 1 雄 を 検討 し た が , 表 徴 及 び 交 尾 器 の 形態 は Clarke (1958) の 図説 に 一 致し た . 表 徴 等 
特徴 が あり 識別 は 容易 で ある . 


Rhopobota symbolias (Meyrick), comb. n. マダ ラ カ ギ バ ヒ メ ハ マキ ( 新 称 ) (Fig. わ 


Acrolita symbolias Meyrick, 1912, Jonrn. Bombay Nat. Hist. Soc. 21: 857: Clarke, 1958, Meyrick Catalogue, 3: 283, 
pl. 140 figs. 1, la (3-genitalia). 


前 次長 : 6~ 7 mm. 頭 部 及び 下 居 只 は 灰白色 で , 後者 は 褐色 鱗 毛 を 混在 する . 触角 は 褐色 , 胸 ・ 腹 部 は 灰 褐 色 
で , 黒 柚 色 を 加味 する . 前 次 は 灰色 で , 基 帯 は 淡い 褐色 , 中 帯 の 下 半 部 は 個体 に より 消失 する と と も あり , お しろ 
玩 頂 に 分 枝 す る 帯 が 明瞭 で ある . 贅 頂 は 鎌形 を 呈し , 後 脆 は 淡い 灰色 で , 緑 毛 も 同色 で ある . 

交尾 異 : Uncus は 2 分 し , 非常 に 短 か い . Socuus は 細長 く , 腕 に 毛 を 密生 する . Valva の 形状 は R. naevana 
Hubner に 似る . Aedoeagus は 太く , 短 か い . Sterigma は 小さ く , 浅い カッ プ 状 を 呈す る が , ostium の 背面 に 
1 対 の 突起 を 有する . Ductus bursae は 短 か く , corpus bursae に は 大 き な 馬 中 6 形 の 骨 片 と , む し ろ 小 さ な 2 本 の 
signa が ある . 





所 検 標本 : Kagawa Pref.-Mt. Otaki, 1¢, 19 V 1973; Okushioiri, 3¢, 59, 2 V 1973 (H. Toshima leg.). 
Yakushima Is.-Aiko-dake, 2¢, 29, 9 III 1973; Kurio, 59, 3 III 1973; 13, 4 III 1973; Iss6, 23, 19, 7 III 1973 
(T. Watanabw leg.). 





分 布 : 日 本 (四国 , 屋久島) アッサム. 
表 微 及び 雄 交尾 器 の 形態 が Clarke (1958) の 図説 と 一 致す る の で , 本 種 と し て 扱っ た . また , , 交 尾 器 及び 脈 相 
は 4Acroctita 属 よ り Rhopobota 属 の 特徴 を 示す の で , 新しく 後者 に 移行 し た . 





Gatesclarkeana 7 の gg Diakonoff. シロ テン アカ マダ ラ ヒ メ ハマ キ ( 新 称 ) (Fig. 5) 
Gatesclarkeana idea Diakonoff, 1973, Zool. Mon. Rijksm. Nat. Hist., 1 : 8 一 9, figs. 2, 11, 14, 16 (3?-genitalia ) . 


前 次 長 : 7mm 内 外 . 頭 部 及び 触角 は 購 福 色 で , や や 赤色 を 加味 する . 下 礎 腎 は 赤褐色 で , 中 節 に は 黒色 帯 が あ 
る . 胸部 は 吐 褐 色 で 赤 楊 色 や 黄 福 色 の 鱗 毛 を 加え る . 腹部 は 灰 掲 色 , 末端 部 は や や 濃い . 雄 の 後 脚 膝 節 は 毛 を 密生 
し て 太く な る . 

前 凌 は 黄 褐色 で , 枢 赤 色 及 び 紫 色 を 加え る . 基 帯 , 中 帯 , 外 帯 は 暗 褐色 で 細く , 不 規則 , 不明 瞭 で ある . 中 淀 の 
半ば より や や 上 方 に 白色 点 が ある . 後 凌 は 灰 福 色 で ある . 
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交尾 器 : 雌雄 と も に 特異 な 形状 を 星 す る . 雄 で は vinculum や sacculus が よく 発達 し , 左右 不 相 称 で , 特に 
sacculus は valva の 基部 で 隆起 し , 刺 を 有する 円 形 ま た は 椿 円 形 の 突起 を 形成 する . 雌 で は signum や sterigma 
に 特徴 が ある 

所 検 標本 : Yakushima ts.-Takabanyama, 29 (4exs.), 9 IX 1972: 33 (25exs.), 8 X 1972: Nakama-shichigo- 
dake, 23, 11 X 1972; Shiratani, (lex.), 4 VIII 1972; Kamikawa-rindo, (lex.), 12 IX 1972: Nagata, 2¢ (3exs.), 
15—16 VI 1972; (4exs.), 5 一 6 X 1972; Onoaida, (2exs.), 7 X 1972; Kusukawa, 19, 13 X 1972; Kurio, (5exs.), 
7 一 8 VIII 1972; 53, 29 (40exs.), 10 X 1972; Okawa-rindo, 13, 12 IX 1972; Otaki, 19, 13 Xx 1972 (T. Watanabe 
leg.). Kurio, 19, 28 一 30 III 1971 (A. Seino leg.). Anbo, 29, 1 IV 1964 (Y. Shibata leg.). な お , ( ) 内 の 数 は 
三角 紙 の 所 検 標本 数 で ある . 


分 布 : 日 本 (屋久 島 ), 中 国 南部 , ボル ネオ , モル ツ カ , スマ トラ , ジャ ワ な ど . 


検討 し た 個体 は イン ド , シッ キム , タイ な どか ら 知 られ る C. eo が gr Meyrick に も 似る が , より 本 種 の 形状 に 一 
致し , 特に aedoeagus に 突起 を 有する の で 本 種 と し て 決定 し た . 検討 数 か ら , 屋久 島 で は 普通 分布 し て いる 種 
と 考え る . 














Sorolopha sphaerocopa (Meyrick) ハス オビ ヒメ ハマ キ ( 新 称 ) (Figs. 7, 8) 


Arg yroploce sphaerocopa Meyrick, 1929, Ann. Soc. Ent. France, 481. 
Choganhia sphaerocopa; Razowski, 1960, Poliskie Pismo Ent., 30: 387 (3-genitalia). 
Sorolopha sphaerocopa; Diakonoff, 1973, Zool. Mon. Rijksm. Nat. Hist., 1: 86, figs. 124 一 125, 138 (2 P-genitalia). 


前 贅 長 : 6~7 mm 頭 部 は 淡い 黄 茶 色 で , 軽く オリ ー ブ 色 を 加味 する . 触角 は 福 色 . 下 履 腎 は 淡い オリ ー ブ 色 を 
加味 し た 灰色 で , 中 節 の 頂部 と 未 節 は 濃い . また , 中 人 節 の 頂部 は 突出 する 鱗 毛 で 拡大 し , 未 節 は その 鱗 毛 に つつ ま 
れ , わずか を 突出 する . 胸部 は オリ ー プ 色 を 加味 し た 褐色 で , 腹部 は 暗 灰 褐色 で あぁ る. 雄 の 後 脚 膝 節 は 毛 を 密生 し 
て 太く な る . 

前 弥 は 青 味 が か っ た 灰色 で , 緑色 も 加味 する . 斑紋 は に ぶ い 褐色 で , 個体 に よっ て は 中 帯 よ り 基 方 が 暗 褐 色 を 時 
する と と も あり , また , 写真 の よう に 外縁 紋 を 有する 個体 と 欠く 個体 も ある . 後 閉 は 灰 味 茶 で , や や 濃 色 の 個体 も 
ある . 縁 世 は より 淡く , 和 黄 色 を 加味 する . 雄 は 後 縁 に そっ て は 灰色 の , 脈 1b 上 に は 黒褐色 の 長毛 を それ ぞ れ 密 
生 し て いる . 

交尾 容 : Uncus は 小さき く 丸 い . Socius は 細長 く , 腕 の 先端 に 毛 を 有する . Valva の 頸 部 は 細く , 特徴 ある 形状 を 
呈す る . Sacculus は よく 発達 し , 先端 に 刺 群 を 有する . Cucullus は 中 央 で 深く くぼみ 突起 を 形成 する . Valva の 
吾 部 か ら そ の 先端 に か け て 刺 群 列 を 密生 し , 先端 に は 2 本 の 短 か く 太い 刺 を 有する . Acdoeagus は むし ろ 長 く , ゆ 
る く カ ー ブ し , cornuti を 欠く . Sterigma は 繊毛 を 密生 し た ジョ ウゴ 型 で , 中 央 深い 割れ 目 が ある . Colliculum 
は 細長 く , 単純 . 1 本 の 角 状 の signum が ある . 


























所 検 標本 : Yakushima 1s.-Aiko-dake,。13, 5 VII 1972: Takabanyama, 23, 4?, 8 1972: Okawa, 23, 12 IX 
1972; Kurio, 18¢, 7 VIIT 1972 23, 9 X 1972 (T. Watanabe leg.); 1¢, 16 VIII 1973: 1¢, 22 VIII 1973 
(A. Kawabe leg.). 


分 布 : 日 本 (屋久島), トン キン , モル ッ カ , スマ トラ , ジャ ワ . 





上 述 し た 特徴 ある 諸 形態 か ら 議 別 は 容易 と 考え る . Sorolopha 属 は Eudemis 属 に 近似 する グル ー プ で , 東南 アジ 
ア 地 域 か ら 20 余 種 が 知ら れ て いる . 





Rhodacra pyrrhocrossa (Meyrick) シモ フリ ヒメ ハマ キ ( 新 称 ) (Fig. 6) 


Argyroploce pyrrhocrossa Meyrick, 1912, Tourn. Bombay Nat. Hist. Soc., 21: 874. 

Olethreutes pyrrhocrossa; Clarke, 1958, Mcyrick Catalogue, 3: 543, pl. 27 fgs. 1, la ( づ -genitalia). 

Rhodacra pyrrhocrossa; Diakonoff, 1973, Zool. Mon. Rijksm. Nat. Hist. 1: 286, fgs. 432 一 434。446, 450A 一 B 
(さす -genitalia ) 
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ーー omo ee 





前 欧 長 : 7mm. 頭 ・ 胸 部 及び 触角 は 暗 褐 色 だ が , 鱗 毛 の 先端 は 淡い 黄土 色 を 星 する . 下 居 羅 は 淡 黄 土 色 で , 下 縁 
は 暗 褐 色 で ふち どら れる . 腹部 は 黒 福 色 . 雄 の 後 脚 腔 節 ( に は な め ら か な 長毛 が ある . 

前 棒 は 暗 視 色 で ある が , 淡い 黄土 色 を 密 布 し , 特に 後 縁 の 中 央 部 か ら 外 縁 に か け て 著しく , 帯状 を な す . 後 角 部 
に は 黒 此 神 色 紋 が ある . 期 頂 部 の 緑 所 は 暗 宰 色 で , 中 央 より 後 角 に か け て は 松 赤 色 を 呈す る . 後 麺 は 基 方 が 淡く 
外 方 は 黒 紫 褐 色 . 緑 所 は より 淡く , 淡い 棒 黄 色 を 加味 する . 雄 の 後 緑 は 肥厚 する . 

交尾 器 : Uncus は T 字 形 で , socius は むし ろ 小 さく , gnathos は 膜 状 で ある . Valva は 細長 く , 中央 で せま く な 
る . Sacculus は 発達 し , 先端 は 突出 する . その 上 縁 の 中 央 より や や 内 方 に は 短い 刺 群 を 育 し , 中 央 より 先端 に か け 
て は 長い 刺 毛 列 を 密生 する . また , 先端 部 に は 3 本 の 太い 刺 が ある . Cucullus は 長毛 を 有 し , 基 方 は 丸く 広い が , 
外 方 は 細長 く , や や 多 状 と な る . Acdoeagus は 短い . Sterigma は 網状 で 丸く 広い . 中 央 に ostium が 開口 する . 
Signa は 魚 鱗 状 で , 大 き な 2 条 が ある . 























所 検 標本 : Yakushima Ts. 一 Takabanyama, 13, 8 X 1972: Miyanoura, 19, 10 X 1972) Kurio, 1g, 291X 1972 
(T. Watanabe leg.)・ 


分 布 : 日 本 (屋久 島 ), 台湾 , アッ サム . 
Statherotoxys hedraea (Meyrick) シロ モン アカ ヒメ ハマ キ ( 新 称 ) (Fig. 9) 


Paltypeplus hedraea Meyrick, 1905, Journ. Bombay Nat. Hist. Soc., 16: 584. 
Olethreutes hedraea; Clarke, 1958, Meyrick Catalogue, 3: 515, pl. 256 fgs. 3, 3a, 3b (3-gentialia). 
Statherotoxys hedraea; Diakonoff, 1973, Zool. Mon. Rijksm. Nat. Hist., 1: 199 figs. 279A-B, 295 (3 9-gentialia). 


前 次 長 : 6 7mm. 頭 ・ 胸 部 , 触角 及び 下 唇 角 は 赤褐色 で , 棒 黄 色 の 鱗 世 を 加味 する . 腹部 は 赤褐色 尾 総 は 
淡い 栓 旨 色 を 呈す る . 前 燃 は 赤褐色 で , 枢 色 を 加味 し , 外縁 は 棒 黄 色 を 星 す る . 前 緑 に は 大 き な 白 色 紋 を 有する . 
後半 は 喧 褐 色 で , 緑 毛 は 肖 く , 棒 黄 色 を 加え る . 

交尾 吾 : Uncus は むし ろ 長 く , 鎌 状 を 星 する . Socius は 小さ い が , gnathos は よく 発達 し 大 きい . Valva は 細長 
く , cucullus は 発達 し , 特に その 下 縁 に そっ て 3 一 4 本 の 太い 刺 を 有する . Acedoeagus は 太く 短い . Sterigma は 
U 字 型 で , ostium は 広く 開口 する . Colliculum は 細長 く , 歯形 の signa が ある . 











所 検 標本 : Yakushima ts. 一 Nagata, 2 ば , 1『, 15 一 16 VI 172: 2 ば , 5 VIII 1972; 19,12 VIII 1972; 23, 5 一 6 Xx 
1972: Onoaida, 13, 9 VIII 1972: 19, 7 x1972 (T. Watanabe leg.). 


分 布 : 日 本 (屋久 島 ), アッ サム , セイ ロン . 
上 記 の 論文 に より 決定 し た が , 特徴 ある 白色 の 前 縁 紋 な どか ら , 既知 種 と は 容易 に 識別 され る と 考え る . 


Summary 


In this paper 8 species of the subfamily Olethreutinae are newly added to the Tortricid fauna of Japan, and 
Acroclita symbolias Meyrick is newly treated as the species of the genus Rhopobota. 

Most of the examined material were collected on the island of Yakushima (30°13’24*—28’N. 130°22’48”— 
40’20“E.) by Mr. Toku Watanabe, to whom I should like to express here my thanks. 
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